
　

眼
の
構
造
は
、
よ
く
カ
メ
ラ
に
例
え
ら

れ
ま
す
。白
内
障
は
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に

相
当
す
る
、
本
来
透
明
な
は
ず
の
水
晶
体

と
い
う
組
織
に
濁
り
が
生
じ
て
、
フ
ィ
ル

ム
に
相
当
す
る
網
膜
と
い
う
組
織
に
、
鮮

明
な
像
が
う
つ
ら
な
く
な
る
も
の
で
す
。

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
曇
っ
た
窓
ガ
ラ
ス

を
通
し
て
外
の
景
色
を
見
て
い
る
よ
う
な

状
況
と
同
じ
で
す
。

　

主
な
症
状
は
、
ま
ぶ
し
い
、
目
が
か
す

む
、
明
る
い
と
こ
ろ
で
見
え
に
く
い
な
ど

の
初
期
症
状
か
ら
は
じ
ま
り
、
や
が
て
水

晶
体
の
濁
り
の
広
が
り
と
と
も
に
視
力
が

低
下
し
て
い
き
ま
す
。眼
鏡
で
矯
正
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。白
内
障
の
自
覚
症

状
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
す
が
、
白

内
障
以
外
の
多
く
の
病
気
で
も
現
れ
、
中

に
は
少
し
で
も
早
い
治
療
が
必
要
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、
ご
自
身
の
考
え

で
白
内
障
と
判
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。

　

白
内
障
の
大
多
数
は
、
白
髪
や
肌
の
シ

ワ
と
同
じ
で
、
歳
と
と
も
に
誰
に
で
も
起

き
る
変
化
で
す
。病
的
な
こ
と
で
は
な
く
、

理　　念

患者中心の医療
良質な医療の提供
大垣市民病院臨床研修の理念

◎社会人としての規律を守り、医師とし
　て思いやりのある人格を涵養する。

◎プライマリ・ケアに必要な幅広い診療
　能力を修得する。
◎チーム医療の一員として、安全・安心・
　満足の得られる患者中心の良質な全
　人的医療を実践する。

（長野県　蓼科）

診
療
部

専
門
医
が
教
え
る
家
庭
の
医
学

堀　

暢
英

眼
科

白
内
障
に
つ
い
て

白
内
障
に
つ
い
て

白
内
障
に
つ
い
て

白
内
障
に
つ
い
て

白
内
障
に
つ
い
てそ

れ
ほ
ど
心
配
い
り
ま
せ
ん
。そ
の
他
の

病
気
（
緑
内
障
や
網
膜
の
病
気
な
ど
）
が
な

け
れ
ば
、
治
療
に
よ
り
視
力
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。水
晶
体
の
濁
り
は
、
薬

で
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

手
術
が
根
本
的
な
治
療
に
な
り
ま
す
。た

だ
、
生
活
上
不
便
を
感
じ
な
け
れ
ば
急
ぐ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。白
内
障
の
進
行
を

遅
く
す
る
点
眼
薬
を
使
っ
て
定
期
検
査
で

様
子
を
み
て
い
き
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
状
況
、
必
要
性
に
応
じ
て
手
術
を

受
け
る
時
期
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
他
に
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　当院は、臨床研修病院に指定されて
おり、次世代の医師育成のため、上級医
の指導のもと研修医の臨床研修及び学
生の臨床実習を行っています。

■発行責任者／病院長　曽根　孝仁
■編　　　集／大垣市民病院広報誌編集委員会 広報   第４１号
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四季の風 第４１号

救命救急センター
救急外来

小児科
第二
小児科

薬剤部

救急出入口
正面玄関警備

ステーション

新
患
受
付

　

窓
口

支
払

警備員室

WC

WC

WC

A
T
M

新患
待合

薬局
待合

中庭

薬
局

看護
外来

泌尿
器科

外科
小児外科

外 待 合

整形外科

庶務課
施設課

作業
療法室

リハビリテーション室
機能訓練室

脳
神経
外科

WC WC
WC

WC
WC

EV EV

EV

EV

料金
計算

売店

サンクン
ガーデン

WC

WC

看
護
外
来
と
は

　

病
気
を
抱
え
な
が
ら
、
地
域
で
療
養
・
社
会
生
活
を
送
ら
れ

る
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
等
に
対
し
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に

合
わ
せ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
の
支
援
や
悩
み
を
聞
き
、
患
者
さ
ん
の

生
活
を
支
援
す
る
外
来
で
す
。

　

通
常
、
診
療
科
で
の
診
察
は
、
医
師
が
行
い
ま
す
が
、
看
護
外

来
で
は
、
生
活
に
伴
う
症
状
の
改
善
や
自
己
管
理
の
支
援
等
を

医
師
と
連
携
を
図
り
、看
護
師
が
行
い
ま
す
。

　

看
護
外
来
は
、
一
部
の
看
護
外
来
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
・
リ
ン
パ

浮
腫
外
来
）
を
除
く
す
べ
て
を
一
か
所
で
行
う
集
結
型
に
な
っ
て
い

ま
す
。看
護
外
来
に
は
相
談
室
１
・
相
談
室
２
・
相
談
室
３
の
個
室

が
あ
り
、
医
師
の
診
療
科
と
完
全
分
離
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
防
音

装
備
等
を
整
備
し
、
普
段
診
療
科
で
は
な
か
な
か
話
せ
な
い
こ
と

も
、ゆ
っ
く
り
伺
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
の
通
院
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
当
院

で
手
術
を
受
け
ら
れ
る
予
約
入
院
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、
入
院
・
手

術
前
の
患
者
さ
ん
の
不
安
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
の
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
を
対
象
に
、
患
者

さ
ん
が
入
院
前
に
近
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

＊
医
師
と
連
携
を
図
る
た
め
に
看
護
外
来
受
診
前
に
は
、
毎
回

診
療
科
の
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

看
護
外
来
受
診
案
内

看
護
外
来
の
特
徴

看
護
外
来
で
の
ケ
ア
内
容

ス
ト
ー
マ
ケ
ア

相
談
室
１

相
談
室
２

開
設
時
期　

平
成
２５
年
２
月
予
定

診
療
科
の
主
治
医
に
看
護
外
来
の
受
診
に
つ
い
て

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

場　
　

所　

１
病
棟
１
階
正
面
玄
関
西
側（
脳
神
経
外
科
の
東
側
）

時　
　

間　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祭
日
を
除
く
）

受
診
方
法　

完
全
予
約
制

看護外来の受診
までの流れ

緩
和
ケ
ア

糖
尿
病
看
護
ケ
ア　

　

褥
瘡
の
予
防
や
改
善
を
め
ざ
す
よ
う
、
日
常
生
活
の
工
夫
や
ケ

ア
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

褥
瘡
（
床
ず
れ
）
お
よ
び
予
防
ケ
ア

　

失
禁
で
お
困
り
の
方
の
日
常
生
活
で
の
工
夫
や
お
悩
み
に
、

ま
た
、
失
禁
に
よ
る
皮
膚
の
た
だ
れ
な
ど
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

失
禁
ケ
ア

　

糖
尿
病
・
腎
臓
内
科
で
初
め
て
糖
尿
病
の
診
断
を
受
け
た
方
、

こ
れ
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
が
開
始
に
な
る
方
の
指
導
を
お
こ
な

い
ま
す
。

相
談
室
３

術
前
看
護
セ
ン
タ
ー

　

当
院
で
手
術
を
受
け
ら
れ
る
入
院
予
約
を
さ
れ
て
い
る
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
を
対
象
に
、
外
来
看
護
師
が
入
院
前
の
生
活
な
ど

の
情
報
を
聞
い
た
り
、
入
院
ま
で
の
手
続
き
な
ど
の
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

が
ん
の
診
断
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の
ご
自
宅
で
過
ご
し
た

い
と
い
う
希
望
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、
診
療
科
医
師
と
連
携

を
図
り「
緩
和
ケ
ア
地
域
連
携
パ
ス
」を
活
用
し
、
患
者
さ
ん
お

よ
び
ご
家
族
を
支
援
し
ま
す
。

〈看護外来の場所〉

1病棟 1 階
外来患者さんのお悩みを看護外来で
対応させていただきます。
多くの方のご利用をお待ちしています。

看護部看護部看護部看護部看護部

看護部の理念看護部の理念看護部の理念看護部の理念看護部の理念
安心と満足につながる
温かな看護の提供

西
田　

か
を
り

栗
田　
　

直
美

外
来
担
当

看
護
外
来
開
設
に
つ
い
て
の
紹
介

看
護
外
来
開
設
に
つ
い
て
の
紹
介

看
護
外
来
開
設
に
つ
い
て
の
紹
介



四季の風 第４１号

副
交
感
神
経
刺
激
薬

房
水
流
出
を
促
進
す
る
も
の

房
水
産
生
を
抑
制
す
る
も
の

房
水
流
出
の
促
進
と
房
水
産
生
の

抑
制
を
あ
わ
せ
も
つ
も
の

サ
ン
ピ
ロ（
１
日
３
〜
５
回
）

　

昔
の
主
要
薬
で
、
塩
酸
ピ
ロ
カ
ル
ピ
ン
と
い
う
縮
瞳
薬

が
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
毛
様
体
筋
を
収
縮
さ
せ
縮
瞳
を

起
こ
し
て
、
線
維
柱
体
の
間
隙
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
房
水
流
出
を
促
進
し
ま
す
。

β
遮
断
薬

チ
モ
プ
ト
ー
ル（
１
日
２
回
）、チ
モ
プ
ト
ー
ル

X
E（
１
日
１
回
）、ミ
ケ
ラ
ン（
１
日
２
回
）

　

目
の
毛
様
体
に
あ
る
β
受
容
体
を
遮
断
し
、
房
水
の
産

生
を
お
さ
え
る
こ
と
で
眼
圧
を
下
げ
ま
す
。
優
れ
た
眼
圧

下
降
作
用
を
示
し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
緑
内
障
に
有
効
な
の

で
、
古
く
か
ら
標
準
的
治
療
薬
の
一
つ
と
し
て
繁
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

α
遮
断
薬

デ
タ
ン
ト
ー
ル（
１
日
２
回
）

　

房
水
の
流
出
を
促
進
し
て
眼
圧
を
下
げ
ま
す
。
作
用
は

や
や
劣
り
ま
す
が
、
β
遮
断
薬
に
比
べ
副
作
用
が
少
な
い

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

α
・
β
遮
断
薬

ハ
イ
パ
ジ
ー
ル（
１
日
２
回
）

　

α
遮
断
作
用
に
よ
る
房
水
流
出
促
進
作
用
と
、
β
遮
断

作
用
に
よ
る
房
水
産
生
抑
制
作
用
を
あ
わ
せ
持
つ
点
眼
薬

で
す
。

α
２
受
容
体
作
動
薬

ア
イ
フ
ァ
ガ
ン（
１
日
２
回
）

　

新
し
い
作
用
機
序
を
も
つ
緑
内
障
治
療
薬
で
す
。
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
α
２
受
容
体
に
作
用
し
、
房
水
産
生
を
抑

制
す
る
と
と
も
に
、
房
水
の
流
出
を
促
進
す
る
こ
と
で

眼
圧
を
下
げ
ま
す
。
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
眼
圧
下

降
作
用
を
示
し
ま
す
が
、
治
療
効
果
で
は
Ｐ
Ｇ
関
連
薬

や
β
遮
断
薬
に
や
や
劣
る
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
他

の
標
準
薬
が
副
作
用
で
使
え
な
い
と
き
や
、
効
果
が
不

十
分
な
と
き
に
第
二
も
し
く
は
第
三
選
択
さ
れ
ま
す
。 

炭
酸
脱
水
素
酵
素
阻
害
薬

炭
酸
脱
水
素
酵
素
阻
害
薬
・
β
遮
断
薬
配
合
剤

ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
、ト
ル
ソ
プ
ト（
１
日
３
回
）、

エ
イ
ゾ
プ
ト（
１
日
２
回
）

　

房
水
の
産
生
を
お
さ
え
て
眼
圧
を
下
げ
ま
す
。
他
の

薬
が
使
え
な
い
と
き
や
、
効
果
が
不
十
分
な
と
き
に
、

第
二
、
第
三
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
単
独
で

は
や
や
弱
い
の
で
、
他
の
点
眼
薬
と
の
併
用
治
療
も
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｇ
関
連
薬
・
β
遮
断
薬
配
合
剤

ザ
ラ
カ
ム（
１
日
１
回
） 

、デ
ュ
オ
ト
ラ
バ（
１
日
１
回
）

　

Ｐ
Ｇ
関
連
薬
と
β
遮
断
薬
の
配
合
点
眼
剤
で
す
。
２
つ

の
異
な
る
作
用
、
す
な
わ
ち
前
者
に
よ
る
房
水
流
出
促
進

と
、
後
者
の
房
水
産
生
抑
制
に
よ
っ
て
、
眼
圧
下
降
作
用

の
増
強
が
み
こ
め
ま
す
。
ザ
ラ
カ
ム
の
配
合
成
分
は
キ
サ

ラ
タ
ン
と
チ
モ
プ
ト
ー
ル
、
デ
ュ
オ
ト
ラ
バ
は
ト
ラ
バ
タ

ン
ズ
と
チ
モ
プ
ト
ー
ル
で
す
。

コ
ソ
プ
ト（
１
日
２
回
）

　

炭
酸
脱
水
素
酵
素
阻
害
薬
の
ト
ル
ソ
プ
ト
と
、
β
遮
断

薬
の
チ
モ
プ
ト
ー
ル
と
の
配
合
点
眼
剤
で
す
。
両
成
分
と

も
、
房
水
産
生
抑
制
作
用
を
も
ち
ま
す
。
１
種
類
で
は
効

果
不
十
分
な
場
合
に
併
用
療
法
と
し
て
処
方
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

緑
内
障
の

薬
に
つ
い
て

知
ろ
う

薬剤部Vol.39
ととっってておおききののとっておきの

ののはなしはなしのはなし
薬薬薬

　

緑
内
障
と
は
、
眼

房
に
あ
る
房
水
（
角

膜
と
水
晶
体
の
間

に
あ
る
水
分
）
の
産

生
と
流
出
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
眼

内
圧
が
亢
進
し
、
視

野
欠
損
が
生
じ
た

場
合
を
い
い
ま
す
。

　

緑
内
障
用
の
目

薬
に
は
、
房
水
の
流

出
を
促
進
す
る
タ

イ
プ
と
、
房
水
の
産

生
を
お
さ
え
る
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
房
水
が

減
少
し
、
眼
圧
が
下

が
り
ま
す
。そ
の
結

果
、
緑
内
障
の
予
防

や
進
行
を
止
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る

わ
け
で
す
。

薬
効
別
シ
リ
ー
ズ

交
感
神
経
刺
激
薬

ピ
バ
レ
フ
リ
ン（
１
日
１
〜
２
回
）

　

開
放
隅
角
緑
内
障
に
用
い
、
閉
塞
隅
角
緑
内
障
に
は
使

い
ま
せ
ん
。
お
も
に
房
水
の
流
出
を
促
進
し
て
眼
圧
を
下

げ
ま
す
。

Ｐ
Ｇ
関
連
薬

レ
ス
キ
ュ
ラ（
１
日
２
回
）、
キ
サ
ラ
タ
ン（
１
日
１
回
）、

ト
ラ
バ
タ
ン
ズ（
１
日
１
回
） 、タ
プ
ロ
ス（
１
日
１
回
） 

、

ル
ミ
ガ
ン（
１
日
１
回
） 

　

Ｐ
Ｇ
と
は
生
理
活
性
物
質
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
の
略

称
で
、
そ
の
各
種
誘
導
体
が
緑
内
障
治
療
薬
と
し
て
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
Ｐ
Ｇ
関
連
薬
と
よ

び
、
お
も
に
、
ブ
ド
ウ
膜
強
膜
流
出
路
か
ら
の
房
水
流
出

を
促
進
す
る
こ
と
で
眼
圧
を
下
げ
ま
す
。 

　

レ
ス
キ
ュ
ラ
は
、
代
謝
型
プ
ロ
ス
ト
ン
系
に
分
類
さ
れ

作
用
が
マ
イ
ル
ド
で
、
副
作
用
も
少
な
い
ほ
う
で
す
。
そ

の
他
は
別
系
統
の
プ
ロ
ス
ト
系
に
な
り
ま
す
。
プ
ロ
ス
ト

系
薬
は
１
日
１
回
の
点
眼
で
、
強
力
か
つ
安
定
し
た
眼
圧

下
降
作
用
を
発
揮
し
ま
す
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

救
急
外
来

和
田　

孝

救
急
看
護
認
定
看
護
師

　

ト
リ
ア
ー
ジ
（T

ria
g
e

）
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
り
、trie

r

（
選
抜
す
る
）

か
ら
派
生
し
た
言
葉
で
す
。ト
リ
ア
ー
ジ
に
は
、「
災
害
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と

「
救
急
外
来
ト
リ
ア
ー
ジ
」が
あ
り
ま
す
。

　

救
命
の
可
能
性
の
な
い
傷
病
者
を
あ
き
ら
め
る
災
害
ト
リ
ア
ー
ジ
に

対
し
て
、
救
急
外
来
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
救
命
に
関
わ
る
緊
急
度
・
重
症
度

を
判
定
し
て
、
最
も
緊
急
度
の
高
い
傷
病
者
を
迅
速
に
検
査
や
処
置
を
施

す
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。し
た
が
っ
て
、
後
か
ら
受
付
を
し
た

人
が
優
先
的
に
診
察
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
背
景
に
は
、
救
急

医
療
の
現
場
で
年
々
患
者
数
が
増
加
す
る
一
方
、
医
師
不
足
な
ど
か
ら
患

者
受
け
入
れ
困
難
な
医
療
施
設
の
増
加
に
よ
り
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が

混
雑
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、
休
日
の
救
急
外
来

の
待
ち
時
間
が
２
〜
３
時
間
に
達
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

救
急
外
来
は
、
突
然
の
病
気
や
け
が
で
来
院
す
る
た
め
、
予
約
制
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
緊
急
度
・
重
症
度
を
判
定
し
て
、

よ
り
生
命
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
傷
病
者
を
優
先
的
に
診
察
し
ま
す
。ま

た
、
救
急
車
で
来
院
さ
れ
て
も
緊
急
度
が
低
け
れ
ば
、
待
合
室
で
お
待
ち

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
訓
練
を
受
け
た
専
門
の
ト
リ
ア
ー
ジ
ナ
ー
ス
が
行
い

ま
す
。現
在
は
、
土
・
日
・
祭
日
の
午
後
１

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。将
来
的
に
は
、
毎
日
実
施
で
き
る
よ
う

に
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

「
救
急
外
来
で
の

　
　
　

ト
リ
ア
ー
ジ
」

「
救
急
外
来
で
の

　
　
　

ト
リ
ア
ー
ジ
」



四季の風 第４１号

「ホームページ」リニューアル

「四季の風」41号をお届けしました。次回は4月1日に発行予定です。
〒503-8502
大垣市民病院広報誌編集委員会

TEL（0584）81-3341
http://www.ogaki-mh.jp/
（電話でのお問い合わせについては、お間違いのないようお願いします）

FAX（0584）75-5715
大垣市南頬町4丁目86番地「四季の風」では、今後とも多くの皆さまの声をお聞きしながら、読みやすい

 紙面づくりを目指してまいります。
ご意見、ご要望がございましたらお気軽にお寄せください。

編 集
後 記
編 集
後 記

　3つの講座については、事前の予約は必要がなく、どなたでも無料で参加いただけますので、多数のご参加をお待ちしております。

日　　　時：平成25年1月24日（木）
　　　　　　　　午後4時～午後5時

１. 患者の人権を守り、自己決定権を尊重します。
２. 患者中心の良質で高度かつ公平な医療を提供します。
３. 患者への正確な情報提供と十分な説明を行い、患者同意のもとに信頼される医療を提供します。
４. 他の医療機関での医師の意見を求める、セカンドオピニオンに対応いたします。
５. 患者の個人情報の保護と守秘義務を徹底します。
６. 関係法規、ガイドラインを遵守した医療を提供します。
７. 生命の尊厳、医療の妥当性に関する問題については、臨床倫理委員会で審議し、治療方針を決定します。

よろず相談・地域連携課出前講座

　平成 25 年 1 月から、当院のホームページ
をリニューアルしました。
　ワイド画面に対応し、受診される方、入院の
ご案内、診療科のご案内など、自分の探したい
ページがわかりやすい配置となっています。
ぜひ、ご覧ください。
（新アドレス http://www.ogaki-mh.jp/）

１. 症状、検査、治療、治験及び看護などの医療行為の内容、これらの医療行為に要する費用などを知る権利が
　　あります。
２. これらの医療行為を自己の意志で決定する権利があります。
３. プライバシーが保護される権利があります。
４. 医療に対し病院とともに参加し、協力する責任があります。

演　　　題：「知ってほしい　5つの感染症」

日　　　時：平成25年2月19日（火）
　　　　　　　　午後2時～午後3時
場　　　所：管理棟5階　講堂
問い合わせ先：診療検査科　内線4521

市民公開講座

診療検査科　細菌検査室長補佐　後藤　孝司

演　　　題：「iPS細胞と未来の糖尿病治療」

日　　　時：平成25年2月21日（木）
　　　　　　　　午後4時～午後5時
場　　　所：管理棟5階　講堂
問い合わせ先：糖尿病腎臓内科　内線2101

糖尿病公開講演会

糖尿病腎臓内科部長　傍島　裕司

確定申告の医療費控除について、みなさんの疑問にお答えします。

○応　募　資　格／ 採用時満55歳までの方
（准看護師は45歳までの方）

※正職員は夜勤も数回できる方

○勤　務　体　制／ 外来または病棟勤務

○申　し　込　み／ 看護師または准看護師免許証の写しと履歴書（写真添付）
を大垣市民病院庶務課へ郵送またはご持参ください。

※応募資格・勤務時間等の詳細な内容については、当院ホームページまたは上記の問い
　合わせ先までお尋ねください。採用者には、一定期間研修を行いますので、安心して
　働くことができます。たくさんのご応募おまちしております。

○問い合わせ先／〒503-8502大垣市南頬町4丁目86番地
大垣市民病院　庶務課　
☎0584-81-3341内線6132・6133

○選　考　方　法／ 書類選考および面接＊面接日などは後日連絡

正職員：助産師、看護師免許取得者
パート：助産師、看護師または准看護師免許取得者

保育所完備看護師
（正職員・パート）随 時 募 集 

テ　ー　マ：「おしえて !確定申告
　　　　　　（医療費控除）の手続き方法」

日　　　時：平成25年3月28日（木）
　　　　　　　　午後4時～午後5時

場　　　所：3病棟2階　デイルーム
問い合わせ先：よろず相談・地域連携課
　　　　　　内線6178

場　　　所：3病棟2階　デイルーム

介護保険制度に基づいて利用ができる施設について、特徴や違い
など、わかりやすくご説明します。

テ　ー　マ：「介護保険で利用できる
　　　　　　　　施設について知ろう！」

臨床倫理方針

当院では、以上 7 つの方針に基づき治療を行っています。

患者さんの権利と責任

当院は敷地内全面禁煙です。ご理解、ご協力ください。

お知らせ


